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こちらは
Twitter 交流企画【HOB178】の企画概要を
設定資料集として再編集したものになります

あくまで設定集であるため
禁⽌事項やCS 作成の⼿順など
規約に当たる内容はありません

真新しい情報はありませんが
お楽しみいただけると幸いです
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HOB178 は創作企画です。
実在の団体、企業、事件、病気、作品とは⼀切関係ありません。
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誰も知らなかった
その⼈型ロボットの正体を
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はじめに
当企画は、「HOB 恐怖症」と呼ばれる架空の病気と、それを治療する⼈型

ロボットをメインとした Twitter 交流企画です。
HOB 恐怖症は、⻑らく不治とされてきた病であり、⼈型治療ロボット――

フォビアロイドは、彼らにとってまさに「唯⼀の希望」にも等しい存在であ
ったことでしょう。
フォビアロイド治療とは、「フォビアロイドとの共同⽣活」によって⾏わ

れる、穏やかで緩やかな治療です。それは、HOB 恐怖症の改善以上に、患者
の精神的な⽀えとして期待されていました。

しかし、いずれは治療が終わり、フォビアロイドとの別れが来ます。

HOB178 では、そんな「HOB 恐怖症患者」と「フォビアロイド」の出会い、
別れ、そして、彼らの選択を、舞台となった真空市での出来事を通して、⾒
守らせていただきました。
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世界観
なんの変哲も無い現代⽇本です。宇宙⼈、幽霊、その他諸々、公的・科学

的にに未確認のものは存在せず、価値観・倫理観・物価・政治・治安等、全
て現代⽇本に準じた世界観となります。

ただ⼆点、
・「HOB 恐怖症」という架空の恐怖症が存在する。
・それを治療するための医療ロボット「フォビアロイド」がいる。
という⼤きな違いがありました。

舞台
関東地⽅にある、真空（まそら）市という架空の都市が舞台となりました。
⼈⼝ 10 万⼈ほどの都市で、かつては⾦⿂養殖で栄えたようです。昭和に⼊

り養殖場の数は減りましたが、今でも「⾦⿂祭り」が開催されるなど、⼈々
の⽣活に深く根付いているようです。

真空市観光MAP

駅や観光案内所、商店街等で配布されています。
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⽤語
■HOB恐怖症…… 恐怖症によく似た病気です。
■HOB178………… HOB 恐怖症の原因と⾔われるウイルスです。
■フォビアロイド… HOB 恐怖症への治療に特化した医療ロボットです。
■専⽤カプセル…… フォビアロイドの稼働エネルギーとなる、⼩型の電池

のような物質です。
■渇望症…………… フォビアロイド治療によって HOB 恐怖症が完治した

後も、返却せずに⼀緒に⽣活し続けることで発症する
病気です。

■ﾌｫﾋﾞｱﾛｲﾄﾞ治療… 2010 年から開始された、HOB 恐怖症に特化した治療
法です。

■HOB恐怖症対策センター… HOB 恐怖症に関わる諸々の業務を⾏っている機関で
す。

■まそらフィッシュちゃん… 真空市のイメージキャラクターです。
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HOB恐怖症
HOB 恐怖症とは、2000 年ごろから急増してきた、恐怖症によく似た病気で

す。恐怖症によく似てはいるものの、⾮常に重い発作が現れることから、恐
怖症とは区別して「HOB恐怖症」と呼称されていました。
⽇本⼈の成⼈のおよそ100⼈に1⼈が発症していると⾔われており、発症の

きっかけ、発症しやすい⼈の傾向等は分かっていません。
世界的に⾒ても⽇本の HOB 恐怖症患者の数は多く、

かつては不治の病であったことからも、⼤きな社会問
題となっていました。

しかし、2010 年から開始された「フォビアロイド治
療」の登場によって、HOB 恐怖症を取り巻く状況は⼤
きく変わっていきます。

⼀般向けに配布

掲⽰されている

ポスター

■発作・症状

恐怖症と同じように、特定の物・状況に対して様々な発作が起こります。
発作の重さは個⼈差が⼤きく、軽い⽬眩程度で収まる⼈から、呼吸困難にな
り数⽇昏倒してしまう⼈までいます。
症状が軽い⼈でも、発作が⻑時間継続する等、⽇常⽣活に⼤きな⽀障をき

たしているようです。

表向きには、HOB 恐怖症発作が原因で死亡に⾄ることは無いとされていま
す。しかし、その実態は「未成年が発症すると 100％死亡する」という、⾮常
に致死率の⾼い病気でありました。
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■傾向

多くが、⼆⼗代から五⼗代の間に発症すると⾔われています。男⼥⽐に偏
りはなく、⽣活習慣などからも「HOB 恐怖症を発症しやすい⼈」はよく分か
っていません。

■恐怖の対象

発作のトリガーとなる恐怖の対象は⼈により様々です。トラウマなどの直
接的な原因は無いことが多く、通常の恐怖症と区別される要因の⼀つとなっ
ていました。

■初期発作

初期発作は個⼈差が⼤きく、「軽い症状から段々と重い発作へと変わって
いく⼈」から「最初の発作から突然重い発作が出る⼈」まで様々なようです。
ただし、これらは全て、死亡には⾄らないとされる成⼈が発症した場合に

限ります。

■原因

発症の原因はHOB178 という⾮公開のウイルスです。
ウイルス性の感染症であるということは伏せられており、⼀般的には「原

因不明であることが多い、重度の恐怖症」として認知されています。
ウイルス性であるがゆえに、「今まで好きだったものが HOB 恐怖症の発症

によって、突然恐怖の対象となる」といった事例も確認されています。
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■HOB178

HOB恐怖症の原因と⾔われるウイルスです。
感染⼒は⾮常に強く、⽇本国⺠の殆どが感染してい

ると考えられています。しかし、⽣命⼒が弱く、⼤半
が活性化する前に死滅することが確認されています。
ウイルスが死滅せず、活性化に⾄る原因は不明とされ
ていました。

内部資料①

HOB 恐怖症がウイルス性であるという情報は⾮公開となっており、このウ
イルスの存在も、⼀般的には知られていません。

■治療

⻑く「治療法の無い病気」とされてきましたが、2010 年より「フォビアロ
イドと共同⽣活を送ることによって症状を緩和していく」という、フォビア
ロイド治療が確⽴しています。
また、公には発表されていませんが、2018 年 3 ⽉頃の内部資料では「特効

薬の完成」が⽰唆されています。

■再発

フォビアロイド治療により完治した HOB 恐怖症は、⼆度と再発することは
ありません。因果関係は分かりませんが、⼼因性の⼀般的な恐怖症も⾒られ
なくなるようです。

■未成年者の発症

急激な激しい発作により、発症から 36 時間以内に死亡することが確認され
ています。発症後、最初の発作で死亡するため、患者親族には「原因不明」
と説明されることが多いようです。

HOB 恐怖症による遺体には⼤量の抗体が作られているため、フォビアロイ
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ドとして HOB恐怖症の治療に活⽤されています。

混乱を招くこと、批判を受けることが予想されるため、「未成年者の死
亡」「フォビアロイドへの使⽤」は全て関係者以外には⾮公開となっていま
す。

■診断

関係機関にのみ共有されている、「診断の際の判断基準」があるようです。
それには、「⾎液検査によるウイルス反応」以外にも、いくつかの項⽬が

あげられているようです。そのため、⾎液検査を⾏わずとも HOB 恐怖症の診
断がされることがあります。

■⼀般的な恐怖症の違い

HOB178 というウイルスが原因かどうか、というのが⼀番の違いです。
症状は⼤変似ているため素⼈⽬に区別するのは難しいようですが、「⽣活

に⽀障をきたす場合は HOB 恐怖症の可能性⼤」という認識が⼀般的のようで
す。
現実においての恐怖症でも「⽇常⽣活に⽀障をきたしてしまう症例」等多

くあるとは思いますが、この世界観ではこういう認識となっています。

⾃⼰診断チェックシート等もあるようですが、医療機関に相談するのが⼀
番確実です。
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■重症化

2010 年の制度開始以降、問題なく普及してきたフォ
ビアロイド治療ですが、近年に⼊り⼀つの課題が現れ
ました。それは、「治療によって改善傾向にあった症
状の、突然の重症化」というものでした。重症化によ
る死亡は、現在に⾄るまで確認されていません。

内部資料②

重症化の具体的なメカニズムは不明ですが、「⾮常に⼈が多い場所へ⾏っ
た」という報告が多くありました。重症化の原因について、ウイルスの変異
等も⽰唆されましたが、まだまだ研究段階のようです。

重症化した場合も、根気強くフォビアロイド治療を継続することで、完治
に⾄っています。通常は数か⽉から半年で完治すると⾔われている HOB 恐怖
症ですが、重症化すると完治までに⻑い期間を要するようです。
こういった症状が起こることは、世間的にはあまり認知されていないよう

です。まだ原因が判明しておらず、公の機関からの発表を控えられているた
めです。
担当のセンター職員によっては、念のため⼈の多い所への外出は避けるよ

う、呼びかけることもあるかもしれません。
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フォビアロイド
HOB 恐怖症への治療に特化した医療ロボットです。⾮常に精巧に作られて

おり、⾒た⽬はほとんど⼈間と変わりません。
HOB 恐怖症発作に対する安定剤のような効果を持っ

ており、⼀緒に⽣活しているうちに症状をやわらげて
いきます。
倫理的な問題から、⼀般には⾮公開となっています

が、「HOB 恐怖症により死亡した未成年者の遺体」を
ベースに作成されています。

治療の際に患者に配布されている説明書

■現在に⾄るまで

90 年代から進められていたフォビアロイド研究ですが、2000 年に⼊り発症
者が急激に増えたことにより、被検体も増え、研究も⼤きく進歩しました。
ついに 2010 年、フォビアロイド治療が開始されましたが、開始当初は保険

適⽤外で費⽤が⾼額となる上、センターも全国に数か所しか無く、⼀般の⼈
がフォビアロイド治療を受けるには⾼いハードルがありました。
しかし、2013 年に施⾏された「HOB 恐怖症対策法」により、⽣活に⽀障の

ない範囲の負担で利⽤することが可能となりました。また、その頃には各都
道府県にも⼗分な数のセンターが配置され、現在では「誰にでも受けること
が出来る治療法」となっています。

■外⾒

10 才から 19 才の少年少⼥の姿をしています。外⾒が成⻑することはありま
せん。
「⼈間味を減らすため」にあえて染⾊されるケースもあるようで、とても

⼈がベースとは思えないような髪や⽬の⾊をしている個体もいます。
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■ボディ

表向きは⾼性能な⼈型ロボットということになっています。
全てのフォビアロイドが、未成年の HOB 恐怖症発症者の遺体をベースに製

作されています。
死体ベースであるため、⾮常に⼈間に近く、⼤まかに違う点は
・体温が⾮常に低い(20 度前後)
・⾷事、排泄を必要としない（消化の機能が無い）
・成⻑しない
・ HOB恐怖症の治療が出来る（体内に抗体を持っている）

という４点になります。
通常⼈間に出来ることは出来るようになっており、特殊能⼒などは持ち得

ていません。

■素材

死亡した、未成年のHOB 発症者の遺体から作られています。遺体の回収は、
⽕葬の際にすり替えるなどして、親族には内密に⾏われています。
⽣前の関係者に会うことが無いよう、⽣前の地⽅とは別の地⽅に配属され

ることになります。

■ボディの詳細

痛覚や五感 ⼈間と同じように感じます。
これらの感覚は、「⾝体機能・新陳代謝を再現して
いく過程で、付随して⾃然と発⽣した」ようです。

⾷事に関わる感覚 ⾷事は不要であるため、⾷事に関わる感覚の有無に
は個体差があるようです。
※味覚は、⼈間と同じようにあります。

⽖や髪 ⼈間と同じように伸びます。どうやら傷の修復のた
めに、ある程度の新陳代謝を再現しているようで
す。

病気 かかりません。フォビアロイドは常に健康体です。
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疲労 ⼈間並みに疲れます。夜はちゃんと眠りましょう。
怪我 ⾎が出ます。痣が出来ることもあります。

⼈間と同じ程度の期間で、⾃然に修復されます。
損傷が激しいときは対策センターか医療機関へ連れ
ていって下さい。

腕⼒など筋⼒ ⽣前と同程度しかありません。
⾎液 基本的な組成は⼈間と同じようです。
DNA フォビアロイドの DNAを鑑定しても、「⼈間ではな

い」という結果のみが出るようです。
その他⽣理現象 ⼈間と同じように起こります。

■激しい損傷

損傷は、原形を留めていれば修復が可能です。
ただし、激しい損傷がパートナー以外にも⽬撃されていた場合、破棄処分

の措置が取られることがあるようです。事情を知らない⼈にとって「死亡し
た」と印象づいたフォビアロイドを、再度治療で使⽤するのは様々な問題が
伴うためです。

■飲⾷

フォビアロイドは、⾷べ物を消化する機能を持っていません。
液体やある程度⽔分を含むものは、新陳代謝や⽣理現象を再現しているた

め、摂取しても問題無いようです。
しかし、個体や⾷べ物に関しては⼀切の消化が出来ません。飲み込むこと

は出来ますが、吐き出してしまったり、ボディの機能に不具合が⽣じたりし
ます。すぐには異常が出ない個体もいるようですが、次回定期検査のメンテ
ナンスに時間を要し、注意を受けることになります。

■稼働エネルギー

飲⾷は必要無く、専⽤カプセルで稼働しています。
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■使命感

全てのフォビアロイドが、多かれ少なかれ「HOB 恐怖症で苦しむ⼈を救
う」という使命感にも似た意識を持っています。これは個体差がかなり⼤き
く、「皆を助けないと！」という個体から「そういえばそんな役割あった
な」という個体まで様々です。

■治療において出来ること

「共同⽣活を送る」「側にいる」以上の能⼒はありません。

■⼈格

⼈間と同じように⼈格、性格、好み等があります。⼈格、⽣活における機
能等は基本的に⽣前のものを引き継いでいます。

■⽣前の記憶・傷

⽣前のことは何も覚えていません。⽣前の⽣活習慣や癖が体に染み付いて
いる、ということはまれにあるようですが、それに付随する記憶は⼀切あり
ません。⽣前習得した技術についても、「記憶は無いが、体は覚えている」
という個体もまれにあるようです。
また、⽣前負った傷も全て無くなっています。
フォビアロイドの記憶（体験）は、データのように取り扱う（閲覧・バッ

クアップ）ことが出来ます。しかし、暴⼒⾏為が疑われる場合を除き、デー
タの閲覧などは実施されていません。

■記憶の消去

フォビアロイドとなってからは、記憶を消去されることは基本的に無く、
治療の度に記憶を累積させていきます。
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記憶の消去対象となるのは
・渇望症を発症した。
・他者からの暴⼒被害に遭った。
・他者に向かって暴⼒を振るった。

場合のみです。

上記のいずれかの事態に陥った場合、本⼈の精神状態には関係無く、記憶
が消去されることになります。再稼働後、消去理由等が気になる場合は、職
員に尋ねれば「あなたは以前こういったことが起こり、今後の治療のために
記憶をリセットされた」と、患者の個⼈情報に触れない範囲で説明してもら
えるようです。

■初期情報

「⼀番最初の起動」「記憶の消去後の起動」の際は、下記の情報を与えら
れます。

・⽒名・稼働年数・管理コード等の⾮公開・⽣前情報に関わらない基本
情報

・社会常識等
・フォビアロイド治療・HOB 恐怖症についての⼀般的な知識

センター職員から⼝頭で伝えられるのでは無く、インプットという形で知っ
ていることになります。起動の際に、初期情報以外の情報・偽りの記憶をイ
ンプットされることはありません。

■供給

今のところ、極端に不⾜はしていないようです。
しかし、治療が終わり⼀通りメンテナンスが終わったら、待機期間も無く

すぐに別の治療へ派遣される程度には多忙なようです。
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■管理

治療を⾏っていないフォビアロイドは対策センターで保管されることにな
ります。保管中は電源を切られているため、その間の記憶はありません。
そのため、「対策センターにいる間に他のフォビアロイドとの⾯識が出来

る」等のこともありません。

■管理コード

⾸に、⿊い⽂字で 10 桁(アルファベットと数字の組み合わせ)の管理コード
が印字されています

■賃⾦

フォビアロイドに賃⾦はありません。
治療の対価としての賃⾦はありませんが、治療の余暇時間に、⼩遣い稼ぎ

等をしている個体はいるようです。もしセンターに⾒つかっても、合法なお
⾦であれば没収されるようなことはありません。

■私物

取得した物は私物として所持することが出来ます。保管期間中はセンター
で保管して貰えます。その際、中⾝を確認されるようなことはありません。
記憶の消去を⾏う場合、私物も⼀緒に処分されます。

■通報システム

フォビアロイドが暴⼒⾏為を受けた場合、フォビアロイドの意思で直ちに
対策センターへ通報出来るようになっています。
この通報システムは⼀⽅的な信号を送るものです。フォビアロイド同⼠テ

レパシーでやり取りする、といったことは出来ません。また、通報するかど
うかはフォビアロイド本⼈の意思によります。しかし、ここでフォビアロイ
ドが通報をしなくても、次回の定期検査で暴⼒⾏為は対策センターに露呈す



23

ることになります。
フォビアロイドへの暴⼒⾏為が確認され次第、治療は強制的に終了となり

ます。

■認知度

世間的な認知度としては、補助⽝や「要配慮者であることを⽰すマーク」
等に対するものに近いようです。

■交通機関や施設の利⽤

交通機関や施設の利⽤
料⾦

公共のものであれば、⾝分証明書を提⽰すれば
無料で利⽤できるようです。
⺠間では、割引されたり、通常の⼀般料⾦と同
じであったりとまちまちなようです。

⾝分証明 ユーザーカードを⾝分証明書として利⽤するこ
とが出来ます。
⾸の管理コードでは、タトゥーやシールなどで
偽装する例もあったようで、フォビアロイドの
証明としては活⽤しにくいようです。

図書館等の利⽤ ⾃由に利⽤出来ます。図書カードの他、「通
常、⾝分証明書を提⽰すれば利⽤できるもの」
は利⽤できるようです。

運転免許の取得 免許の取得は出来ません。
その他、「取得や利⽤に住⺠票や⼾籍抄本が必
要なもの」は出来ません。

真空市外への外出・外
泊

基本的に、フォビアロイドの⾏動に制限は無い
ようですが、居場所はGPS 機能でセンターによ
って把握されています。
外泊期間が半⽉を超えるような場合は、事前に
センターに届け出ることで、滞在先の医療機関
の受診を受けることが出来るようになります。
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■稼働年数

研究当初から稼働していたフォビアロイドのデータにより、稼働年数の限
界が報告されています。まだ件数が少なく、具体的な耐⽤年数は算出されて
いませんが、最低でも 15 年程度は稼働することが確認されているようです。
機械である以上、いつかは故障するのでしょう。

フォビアロイド治療
2010 年から開始された、HOB恐怖症に特化した治療法です。
フォビアロイドと共同⽣活を送っていくことで、症状が改善されていきま

す。四六時中⼀緒に⾏動している必要はありません。個⼈差はあれど、1か⽉
から半年の間に完治するようです。完治までの期間には、フォビアロイドと
⼀緒にいた時間の⻑短はあまり関係ないようです。
なお、電源の切れたフォビアロイドと過ごしても、治療は進まず、渇望症

も起こりません。

フォビアロイドと発症者の共同⽣活を前提としている治療法であり、対策
センターには⽣活のための設備が⼗分では無い等の理由から、共同⽣活以外
の処⽅は現時点では出来ないようです。

また、「HOB 恐怖症対策法」により、家計に負担の無い範囲の⽀出で治療
を受けることが出来ます。

■治療費

制度開始当初は保険の適⽤外であり、治療費も⾮常に⾼額となっていまし
たが、2013 年に施⾏された「HOB 恐怖症対策法」により、対策センターへの
申請で「⽣活に⽀障のない範囲の負担」で利⽤することが出来るようになり
ました。
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■治療までの流れ

１． 医療機関へ相談
２． HOB恐怖症対策センターへ、診断書等の必要書類を提出。

《必要書類》
・申請書
・指定医療機関による診断書
・収⼊の分かる書類
・社会保険料等が分かる書類
・患者本⼈が窓⼝に来れない場合は、委任状
・窓⼝に来る⼈の⾝分証明書、印鑑

３． 治療の申請
↓申請から約⼆週間程度

４． 治療の開始

■フォビアロイドユーザーカード

2017年 10⽉から交付が開始された、「フォビアロイド治療中」であること
を⽰すカードです。フォビアロイドと患者に⼀枚ずつ交付されます。
患者はこのカードを提⽰することで、公共交通機関の割引などを受けるこ

とが出来ます。
HOB 恐怖症対策センターが申請窓⼝とな

ります。申請の際には、簡単なアンケートへ
の協⼒を求められます。
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渇望症
フォビアロイド治療によって HOB 恐怖症が完治した後も、返却せずに⼀緒

に⽣活し続けることで発症する病気です。
フォビアロイド治療における唯⼀の副作⽤と⾔われています。

■発症・症状

発症するまでの期間は個⼈差があるようです。
今まで、恐怖症の発作で起こっていた症状が「フォビアロイドから離れる

こと」で起こるようになります。この場合のフォビアロイドとの距離は個⼈
差があるようです。また、渇望症を発症した場合、対象のフォビアロイドに
も発症者と同じような症状が現れます。
発症者が眩暈などの症状を訴えた場合、フォビアロイドも同様に眩暈など

の異常が起こることになります。

■治療

＊渇望症発症者
１週間から１ヶ⽉ほど⼊院して治療することになります。主に点滴による
治療です。

＊フォビアロイド
対策センターに戻され、記憶を初期化することで異常は直ります。

定期検査
継続した治療には、1か⽉に 1回の医療機関の受診が必要です。
フォビアロイドの点検、治療の進み具合を確認します。この時に、1か⽉分

の専⽤カプセル（フォビアロイド稼働電池）も配布されます。点検の際に、
フォビアロイドへの暴⼒⾏為が確認された場合、その時点で治療は終了とな
り、器物損壊で通報されます。
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■診断

定期検査にて「完治」の診断がされた場合、治療は終了となります。フォ
ビアロイドは管理センターへと戻り、次の患者の治療に備えます。

■治療後の対処

早めの返却を呼び掛けられています。
完治の診断後、何か⽉か経っても返却が無いようであれば、対策センター

の職員が直接引き取りに来るようです。例えフォビアロイドを連れて市外へ
出ようとも、GPS 機能が搭載されているため、対策センターにはすぐに居場
所が分かることでしょう。

専⽤カプセル
フォビアロイドの稼働エネルギーとなる、⼩型

の電池のような物質です。錠剤のように⼝から飲
むことでエネルギーの補給が出来ます。

■摂取

毎⽇、１⽇３回の接種が必要とされます。個体差がありますが、⼤体５⽇
から 10 ⽇も接種しなければ、完全に電源が切れるようです。
１ヶ⽉に１度の定期検査の際に、１ヶ⽉分配布されます。
フォビアロイド持ち去り防⽌のため、正規の専⽤カプセルは対策センター、

⼜は関係医療機関でしか受けとることが出来ません。

■味

基本的には無味無臭です。
定期検査の時に優しい職員にあたれば、こっそり⽢い味をつけたカプセル

を貰えることもあるかもしれません。



28

■類似品

どうやら、どこかの誰かが勝⼿に成分を解析し、類似品を流通させている
ようです。もしかしたら、どこかでそれを⼊⼿出来る機会もあるかもしれま
せん。
しかし、類似品では次第に機能が低下していくようです。５年も類似品の

みの使⽤を続ければ、完全に機能が停⽌するでしょう。

HOB恐怖症対策センター
HOB 恐怖症に関わる諸々の業務を⾏っている機関です。フォビアロイドの

派遣、管理、メンテナンスもここが⾏っており、管理センターと呼ばれるこ
ともあります。
全国各地にあり、各都道府県に数か所ずつ配置されているようです。関東

等、各市町村に⼀か所あるような地域もあります。
対策センターの前⾝となる研究機関や組織は以前からあったようですが、

対策センターが正式に設⽴されたのは 2009 年４⽉からとなります。その後、
2010 年からフォビアロイド治療制度が開始されました。
業務内容の性質上、多くの条件の元選考された職員が、「⾮公開情報を厳

守するという規約」に同意したうえで勤務しています。

■開庁時間

平⽇ 9：00〜17：00
緊急メンテナンス中は、休⽇も受け付けることがあります。

■配属の条件

下記条件を全て満たした、26 歳から 60 歳までの男⼥とされています。
・短⼤・専⾨卒以上
・医療機関、⾏政機関、⼤学のいずれかで 5 年以上の勤務経験（正職
員)(職種問わず）
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・素⾏に問題が無く、前科が無いこと
・三親等内・親しい友⼈等にフォビアロイドとなった者がいないこと
・三親等内に未成年者がいないこと（HOB 恐怖症による死亡によって、
過度の感情移⼊を防ぐため）

・HOB 恐怖症対策センターでの勤務を希望する者

■様々な規則

＊勤務時間は 8：30〜17：30 の平⽇です。
ただし、フォビアロイドの管理に携わる職員は、交代で夜間勤務・休⽇勤
務などもあります。

＊勤務中、個⼈の電⼦機器を職場に持ち込むことは禁⽌されています。
それぞれ各⾃の鍵付きのロッカーに⼊れておくように徹底されています。
休憩中は使⽤できます。

＊センター内の物を私⽤で外部に持ち出すことも禁⽌されています。
＊外部の⽴ち⼊りを最低限にするため、センター内に⾷堂・売店はありませ
ん。
隣接する市役所の⾷堂は⾃由に利⽤できます。

＊⾃動販売機は各階のエレベーターホール・⼀階の受付ロビーにあります。
＊センター内の各部屋への出⼊りにはカードキーが必要になります。
紛失した場合は、すぐに総務課へ申し出てください。

＊部署によって、閲覧出来る情報の範囲が異なります。
必要な場合は、それぞれの情報を管轄している部署や総務課に閲覧許可を
得るようにしてください。
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海外でのHOB恐怖症

■HOB恐怖症

海外でも各地で発症が確認されています。⼈⼝が多い地域はそれだけ発症
者も多いようです。
世界的に⾒て、⽇本は発症者が多いようです。

■フォビアロイド治療

⽇本でのみ⾏われている治療法です。
海外では別の治療法が確⽴されているようです。海外は⽇本に⽐べて HOB

恐怖症⾃体の知名度も低く、海外在住の⼈でも、その国で実施されている治
療法をよく知らない、ということもざらにあるようです。

真空市での出来事
真空市では、年間を通して様々な⾏事が開催されています。また、2018 年

は、フォビアロイドに関わる⼤きな事件が起こった年にもなりました。
ほんの⼀部とはなりますが、真空市で起こった出来事をご紹介します。

■中央商店街HAPPY HALLOWEEN

【開催期間】2017/11/20〜2017/11/31
【会 場】真空市中央商店街
【主 催】真空市中央商店会
ハロウィンイベントです。
仮装をしたり、かぼちゃグッズを持ったりして商店

街に⾏くと、割引やプレゼント等の特典が貰える、と
いう⾏事でした。
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■フォビアロイド治療説明会&交流会

【開 催 ⽇】2017/11/5
【会 場】真空市HOB恐怖症対策センター
【主 催】真空市HOB恐怖症対策センター

企画管理課
HOB 恐怖症患者向けに、説明会と交流会が開催さ

れました。交流会には、保管中のフォビアロイドも数
体参加しました。

■ 第三⼗六回真空市合同芸術展

【開催期間】2017/11/18〜2017/11/26
【会 場】真空市美術館
【主 催】真空市⽂化連盟
市⺠芸術展です。
真空市に縁のある⼈による、写真や絵画作品が展⽰

されました。

■市内⼀⻫クリーン運動

【開 催 ⽇】2017/12/3
【共 催】真空市中央商店会

各⾃治会
真空市ボランティアクラブ

市内清掃運動です。
清掃後は、参加者に対してお汁粉がふるまわれまし

た。



32

■サンタクロース⼤作戦！！

【開催時期】クリスマス
【共 催】真空市ボランティアセンター

真空ショッピングモール
真空市中央商店街

クリスマスに、事前に協会本部へ持ち込まれ
たプレゼントを、サンタクロースに扮したボランティアが届ける、とい
う⾏事です。

■まそら⾦⿂祭り

【開催期間】2018/1/20〜2018/1/21
【会 場】⾦⿂通り
【主 催】真空市観光協会
毎年開催されているお祭りです。
⾦⿂を模した提灯が町中に吊るされ、屋台が⽴ち並

びました。

■そらいろ⽔族館謎解きツアー

【開催期間】2018/1/13〜2018/1/28
【場 所】そらいろ⽔族館
【主 催】そらいろ⽔族館
⽔族館で開催された、謎解きイベントです。
⾒事全ての謎を解くと、記念マスコットが貰えまし

た。
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■まそらフリーマーケット

【開 催 ⽇】2018/2/4
【会 場】真空市市⺠体育館
真空市では、年に数回フリーマーケットが開催され

ています。

■⼤抽選会！！

【開催期間】2018/2/1〜2018/2/28
【抽選会場】真空市中央商店街アーケード⼊⼝
【主 催】真空市中央商店会
商店会主催で開催された抽選会です。
加盟店による買い物 500 円につき、抽選券が１枚配

布されました。

■⾦⿂ながし

【⽇ 程】2018/3/4
【場 所】真空川流域
真空川流域で⾏われている、古くからの⾵習です。
願いや抱負を書いた短冊を⾦⿂の形に折り、真空川

に流すことで、⾦⿂達が願いを届けてくれると謂われ
ています。
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■真空市HOB恐怖症対策センター⽕災事故

2018 年 3 ⽉ 6 ⽇未明、真空市 HOB 恐怖症対策セン
ターにて、⽕災事故が発⽣。事故の発⽣直後、情報規
制のために市内のインターネット回線が制限され、緊
急メンテナンスが実施されました。インターネット回
線は、公共機関から順次回復していき、フォビアロイ
ドユーザーはメンテナンス後に規制が解除される運び
となりました。
この事故により、⼀部のフォ

ビアロイドに⽣前の記憶が戻る
というエラーが確認されました。
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巻末資料

■アイコン／ヘッダー

企画開始時〜最終イベントまで

最終イベント発表までのカウントダウン

最終イベント〜アフターまで
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アフター以降

抗体α……通■の HO■■イルスを攻撃す■。揮発性。年齢と共に■少。成⼈
するころには未成年の 30％■■■。これは活性化した HOB178 を
■■■来ない。HOB178 活性化時、⼀定割■■■える場合、過剰
な抗原抗体反応を引き起こす。

➡ア■■■ー反応に■■■■■■■■■■■■■。
➡未成年死■の原因

抗■■■…■発性。活性化したHOBウイルスを攻撃する。HOB恐怖症で死亡
した未成年の体内で⼤量に精製。■胞を活■■させる働きを併せ
持ち、驚くべきこと■、■■後も精製は続けられる。

■憶のデータ化➡⽣前のデータをベースにすることで、
・社会常識のインプット不要
・より⾃然な⼈⼯知能の形成（患者へのセラピー効■■期待）
等のメリット

⼈格は⽣前のデ■■をベースに形成。⽣前のデータにはアクセス出来ないよ
う■■。さらに、「⽒名、稼働年数、管理コード、治療への使命感」のイン
ップットデータ
■環液……■■の揮■■に伴い減少する。
抗体α＋の共同⽣活による■■➡治療➡次第に患者の体■でも抗体α＋が■
■されるようになるため、再発はしないとされている。
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■キャラクターシート素材

フォビアロイドは『管理台帳』、
発症者は『診断書』、
センター職員は『履歴書』とされてい
ます。
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■イラスト素材

真空市中央商店街 真空市章 まそらフィッシュちゃん

そらいろ⽔族館 観光タワー ⾦⿂鉢
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■ポスター各種

HOB 恐怖症について
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中央商店街 HAPPYHALLOWEEN
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HOB 恐怖症患者のためのフォビアロイド治療説明会&交流会
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真空市合同美術展（⼀枚⽬）
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真空市合同美術展（⼆枚⽬）



44

市内⼀⻫クリーン運動
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サンタクロース⼤作戦!!

掲⽰板の利⽤について
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まそら⾦⿂祭り
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そらいろ⽔族館謎解きツアー
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まそらフリーマーケット
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中央商店会主催⼤抽選会!!
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⾦⿂ながし
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観光パネル
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■フォビアロイド関係

フォビアロイド取扱説明書
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ユーザーカード交付のおしらせ
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ユーザーカード申請書
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意識調査書
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■内部資料

研究レポート
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研究レポート②
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研究レポート③
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■⽕災事故関係書類

3 ⽉ 7 ⽇新聞の切り抜き



60

緊急メンテナンスについて
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■公式HP素材

ヘッダー

メニューボタン

トピック

お知らせ
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■動画

BGM
HOB178 ⽤に作成した⾳源です。
OP は「停⽌」と「はじまり」、ED は「再起動」と「転落」をテーマにし
ていました。

OP
誰も知らない。
その「⼈型ロボット」の素材が、少年少⼥の死体であることを。



63



64



65



66

ED
誰も知らなかった。
その「⾼性能な⼈型ロボット」の正体を
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そして

当企画の管理期間は終了しましたが、HOB178の世界はこれからも続いてい
きます。

フォビアロイド治療はこれからも続き、治療が終わったフォビアロイドは
センターへと戻り、次の治療へと備えることでしょう。

もしかしたら、×××の普及により、フォビアロイド治療が××され、フ
ォビアロイドが××される未来もあるかもしれません。

フォビアロイドと治療を終えた患者が、×××に×××ことが出来る未来
もあるかもしれません。

もしかしたら、フォビアロイドが××で出来ているという××が××し、
×××××××の××××が進められてしまう××もあるかもしれません。

もしかしたら、今後の××で×××が××に⾄る×××××も解明され、
×××××××そのものが××されない未来もあるかもしれません。

もしかしたら、フォビアロイド技術を活⽤し、××した⼦供達の××を×
×××もいるかもしれません。しかし、それは×××××××ことでしょう。
どんなに××らしくとも、フォビアロイドが××××であることには変わり
ありません。

×××××××は×であり、××であり、だからこそ××××という××
があるのです。きっと、××××××××××××××××。

それでも、この世界は続いていきます。
HOB 恐怖症とフォビアロイド、そして秘匿された情報という危うさを抱えな
がら。
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ありがとう。
さようなら。

それでは、またどこかで。
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お付き合いいただき ありがとうございました。

発⾏⽇：2018 年 11 ⽉ 1 ⽇
発 ⾏：HOB178 主催
連絡先：@hob178_TL
印刷所：製本直送．com






